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ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
向
け
た
日
本
の
労
働
組
合
へ
の
提
言

１
．
は
じ
め
に

　

金
属
労
協
は
、
2
0
2
2
年
９
月
に
第

４
次
男
女
共
同
参
画
推
進
中
期
目
標
を
策

定
し
、
諸
活
動
へ
の
女
性
参
画
比
率
を
少

な
く
と
も
30
％
と
す
る
こ
と
を
達
成
し
、

26
年
ま
で
に
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の
目

標
値
で
あ
る
40
％
と
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
。
連
合
で
も
、
2
0
2
1
年
６
月

に
、
従
来
の
男
女
平
等
参
画
推
進
計
画
に

続
く
新
た
な
計
画
を
策
定
し
、「
１ 

組
合

員
の
男
女
比
率
を
調
査
・
把
握
す
る
こ
と
」

「
２ 

女
性
役
員
を
選
出
す
る
こ
と
」「
３ 

執

行
機
関
へ
の
組
合
員
比
率
に
応
じ
た
女
性

の
参
画
機
会
を
確
保
す
る
こ
と
」「
４ 

女

性
を
常
時
上
三
役
に
登
用
し
え
る
環
境
整

備
を
す
る
こ
と
」「
５ 

運
動
方
針
に
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
の
推
進
と
明
記
す
る
こ
と
」

を
必
ず
達
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
目
標

と
し
て
い
る※

１
。
労
働
組
合
に
お
け
る
男
女

平
等
参
画
を
進
め
、
そ
の
も
と
で
運
動
を

展
開
す
る
中
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
を

実
現
す
る
と
い
う
決
意
の
も
と
、
名
称
を

運
営
さ
れ
て
い
た
ら
、
そ
れ
以
外
の
属
性

の
組
合
員
が
満
足
で
き
る
も
の
に
は
な
ら

な
い
た
め
、
労
使
自
治
が
貫
徹
さ
れ
る
た

め
に
、
参
画
計
画
や
数
値
目
標
を
立
て
て
、

女
性
の
執
行
委
員
を
増
や
す
な
ど
女
性
労

働
者
の
声
も
適
正
に
反
映
さ
れ
る
仕
組
み

を
つ
く
る
運
動
を
行
っ
て
い
る
（
金
井
、

2
0
2
2
）。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
女
性
組
合
員

は
「
女
性
固
有
の
利
害
」
を
表
明
し
、
職
場

の
中
で
男
女
組
合
員
お
よ
び
労
使
が
対
等

に
交
渉
す
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
化
さ
れ
た
職
場
慣

行
の
中
で
の
「
女
性
固
有
の
利
害
」
と
は

何
か
を
考
え
る
と
非
常
に
難
し
い
問
題
を

は
ら
む
。
本
稿
で
は
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う

な
問
題
な
の
か
を
考
え
、
労
働
組
合
の
ジ

ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し

て
、
組
合
の
諸
活
動
へ
の
女
性
参
画
を
増

や
す
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
示

す
。
次
節
で
日
本
に
お
け
る
女
性
労
働
の

特
徴
を
概
観
し
、
こ
う
し
た
現
状
に
つ
い

て
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
の
考
え
方
が

必
要
な
こ
と
を
示
す
。

２
．
日
本
の
女
性
労
働
の
特
徴

　

日
本
の
女
性
労
働
の
特
徴
を
み
て
い
こ

う
。
2
0
2
1
年
の
男
性
の
労
働
力
率
は

71
・
3
％
、女
性
の
労
働
力
率
は
53
・
5
％

と
約
20
ポ
イ
ン
ト
近
く
格
差
が
あ
る
。
女

性
労
働
力
率
は
農
業
な
ど
１
次
産
業
に
就

く
女
性
が
多
か
っ
た
1
9
5
5
年
に
56
・

7
％
と
ピ
ー
ク
に
達
し
、
２
次
産
業
化
が

進
ん
だ
1
9
7
5
年
の
45
・
7
％
ま
で
減

少
し
た
後
、
1
9
9
0
年
代
ま
で
に
徐
々

に
回
復
し
、
微
増
微
減
を
繰
り
返
し
て
い

た
が
、2
0
1
3
年
以
降
女
性
の
労
働
力

率
は
大
き
く
上
昇
基
調
に
あ
る
。
た
だ 

し
、
1
9
5
5
年
の
ピ
ー
ク
時
に
は
現
在

も
達
し
て
い
な
い
。
一
方
で
、
男
性
の
労
働

力
率
は
戦
後
一
貫
し
て
減
少
し
て
い
る
。

　

女
性
の
年
齢
階
級
別
の
労
働
力
率
の
形

は
、
い
ま
だ
に
な
だ
ら
か
で
は
あ
る
が
M

字
カ
ー
ブ
を
描
い
て
い
る
。
M
字
型
カ
ー

ブ
は
、
未
婚
時
に
働
き
子
育
て
期
に
離
職

し
て
、
子
ど
も
が
あ
る
程
度
大
き
く
な
っ

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
推
進
計
画
」に
改
め
た
。

つ
ま
り
、
労
働
組
合
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

に
向
け
た
取
り
組
み
に
は
、
労
働
組
合
や

労
働
運
動
自
体
を
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
し

て
い
く
こ
と
と
、
労
働
運
動
を
展
開
す
る

先
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
を
実
現
さ
せ

る
こ
と
の
２
つ
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

労
働
運
動
を
展
開
す
る
先
に
ジ
ェ
ン
ダ

ー
平
等
社
会
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
目
標

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
連
合
も
金
属

労
協
の
目
標
も
、
自
組
織
の
諸
活
動
へ
の

女
性
参
画
比
率
を
高
め
る
こ
と
が
優
先
的

な
目
標
と
さ
れ
て
い
る※

２
。
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
、
労
働
組
合
の
運
営
は
、
雇
用
形

態
や
男
女
に
関
わ
り
な
く
、
組
合
員
に
な

れ
ば
組
合
方
針
に
発
言
し
て
、
い
わ
ゆ
る

組
合
運
営
上
の
民
主
主
義
と
し
て
成
り
立

っ
て
い
る
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
た
め
だ

と
い
え
る
。
そ
の
た
め
、
単
組
や
構
成
組

織
を
含
め
て
、
女
性
の
意
見
が
反
映
さ
れ
、

女
性
が
利
害
を
表
明
で
き
る
よ
う
な
立
場

に
い
る
こ
と
を
政
策
目
標
と
し
て
大
事
に

し
て
い
る
。
組
合
が
男
性
正
社
員
中
心
で

金
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特 集 今こそ本気で女性参画
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た
年
齢
で
労
働
市
場
に
戻
る
と
い
う
働
き

方
を
意
味
す
る
。
他
の
先
進
国
で
は
、
M

字
を
脱
却
し
て
逆
U
字
の
形
を
し
て
お

り
、
M
字
カ
ー
ブ
は
日
本
と
韓
国
の
特
徴

と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
M
字
の
深
さ

（
労
働
市
場
か
ら
離
脱
す
る
割
合
）
は
少
し

ず
つ
改
善
が
み
ら
れ
、
他
の
先
進
諸
国
の

よ
う
な
逆
U
字
型
に
近
づ
い
て
い
る
。
た

だ
し
、
こ
の
M
字
の
底
を
大
き
く
押
し
上

げ
て
い
る
の
は
、
独
身
で
働
き
続
け
る
女

性
が
増
え
て
い
る
こ
と
や
、
晩
婚
化
、
晩

産
化
の
影
響
が
あ
る
。
か
つ
て
は
、
多
く

の
女
性
が
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
結
婚
、
出

産
し
て
労
働
市
場
を
離
れ
、
子
ど
も
が
成（出所：総務省「労働力調査」各年版より作成）

（総務省「就業構造基本統計調査」各年版より作成）

注）日本：厚生労働省「賃金構造基本統計調査」2019年版、
　　欧州：Eurostat “Structure of earnings survey”各年版（2014、2018）より作成
（労働政策研究・研修機構「データブック国際労働比較2022」）

図１　女性の年齢階級別労働力率

図２　雇用形態別就業者数と非正規比率の推移

図 3　フルタイムとパートタイム労働者の賃金格差

長
し
て
パ
ー
ト
労
働
に
戻
る
こ
と
で
底
が

深
い
M
字
を
描
い
て
い
た
が
、
近
年
は
結

婚
、
出
産
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
早
い
人
と
遅

い
人
で
二
極
化
が
進
ん
だ
り
、
独
身
女
性

が
増
え
た
こ
と
で
M
字
の
底
の
年
齢
が
変

化
し
、
底
も
浅
く
な
っ
て
い
る
。
と
は
い 

え
、
近
年
で
は
育
児
中
の
就
業
も
増
え
、

2
0
1
2
～
2
0
1
7
年
の
５
年
間
で
、

育
児
を
し
て
い
る
人
の
就
業
率
（
未
就
学

児
を
持
つ
人
を
対
象
と
し
て
、
正
規
、
非

正
規
、
自
営
業
を
問
わ
ず
働
い
て
い
る
人

の
割
合
）は
、
ど
の
年
齢
階
層
で
も
約
10 

％
も
増
加
し
、
20
代
後
半
以
降
で
は
６
～

７
割
の
女
性
が
就
業
し
て
い
る
（「
就
業
構

造
基
本
統
計
調
査
」）。

　

も
う
１
つ
の
女
性
労
働
者
の
特
徴
は
非

正
規
雇
用
の
多
さ
で
あ
る
。
日
本
の
労
働

市
場
全
体
で
、
1
9
9
0
年
代
以
降
急
速

に
非
正
規
化
が
進
ん
で
い
る
が
、
特
に
女

性
の
非
正
規
化
が
進
ん
で
い
る
。
図
２
で

み
る
よ
う
に
、男
性
は
1
9
9
7
年
ま
で 

正
社
員
が
増
え
て
、
そ
の
後
減
少
し
て
い

る
。
男
性
の
非
正
規
も
増
加
傾
向
に
あ
る

が
、
90
年
代
後
半
以
降
か
ら
非
正
規
が
増

え
る
の
が
特
徴
で
、2
0
0
2
年
に
16
・
5
 

％
、2
0
0
7
年
に
20
％
を
超
え
て
い
る
。 

た
だ
し
、
現
在
で
も
男
性
の
お
お
よ
そ
８

割
は
正
社
員
で
働
い
て
い
て
、
男
性
雇
用

者
の
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
は
正
社
員
で
あ
る
。
一

方
、
女
性
の
正
社
員
数
を
み
る
と
、
1
 
9
 

9
2
年
が
最
も
多
く
、
そ
の
後
は
非
正
規

社
員
が
ず
っ
と
増
加
傾
向
に
あ
り
、
2
 
0
 

0
2
年
に
非
正
規
数
が
正
社
員
数
を
追
い

抜
い
た
。
女
性
の
非
正
規
比
率
は
83
年
の

時
点
で
す
で
に
30
％
を
超
え
て
い
る
が
、

2
0
0
2
年
の
段
階
で
、
半
分
以
上
が
非

正
規
で
働
い
て
い
る
。

　

次
に
、
女
性
非
正
規
の
な
か
で
も
多
数

を
占
め
て
い
る
パ
ー
ト
労
働
と
正
社
員
の

格
差
に
つ
い
て
国
際
比
較
か
ら
み
る
。
日

本
で
は
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
賃
金
が

低
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
欧
州
で
は
パ
ー
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ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
賃
金
は
、い
わ
ゆ
る
正

社
員
（
フ
ル
タ
イ
ム
労
働
者
）
の
時
間
当
た

り
賃
金
の
７
～
９
割
水
準
で
あ
る
の
に
対

し
て
、
日
本
で
は
所
定
内
賃
金
で
み
て
も
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
賃
金
は
正
社
員

（
フ
ル
タ
イ
ム
労
働
者
）の
約
６
割
と
な
っ

て
い
る
（
図
３
）。
ボ
ー
ナ
ス
な
ど
を
含
め

る
と
さ
ら
に
格
差
が
広
が
る
。

　

ま
た
、
男
女
間
の
賃
金
格
差
と
勤
続
年

数
（
労
働
者
が
そ
の
企
業
に
雇
い
入
れ
ら

れ
て
か
ら
調
査
対
象
期
日
ま
で
に
勤
続
し

た
年
数
の
平
均
）の
格
差
が
大
き
い
こ
と
も

日
本
の
特
徴
で
あ
る
。
厚
生
労
働
省
「
賃 

金
構
造
基
本
統
計
調
査
」
に
よ
る
と
、
2
 

0
2
0
年
平
均
で
、
い
わ
ゆ
る
正
社
員
（
一

般
労
働
者
）で
も
、
男
性
を
1
0
0
と
し

た
時
の
女
性
の
賃
金
は
74
・
3
で
、
他
の

国
々
と
比
べ
る
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
格
差
が
大

き
い
。
加
え
て
、
勤
続
年
数
の
格
差
も
大
き

く
、
男
性
を
1
0
0
と
し
た
時
に
、
女
性

が
69
％
水
準
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
日

本
の
女
性
の
勤
続
年
数
9
・
3
年
が
他
の

国
々
の
女
性
と
比
べ
て
短
い
わ
け
で
は
な

く
、
男
性
の
平
均
勤
続
年
数
13
・
4
年
が

長
い
た
め
、
男
女
間
の
勤
続
年
数
格
差
が

大
き
く
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ

で
は
男
女
と
も
に
勤
続
年
数
が
４
年
程
度

で
、
勤
続
年
数
格
差
に
よ
る
雇
用
現
場
の

男
女
間
格
差
に
は
つ
な
が
り
に
く
い
。

　

女
性
管
理
職
比
率
を
国
際
比
較
す
る
と

2
0
2
0
年
現
在
で
も
日
本
の
管
理
職
の

女
性
比
率
は
非
常
に
低
い
。ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

や
ア
メ
リ
カ
で
は
４
割
を
超
え
、
イ
ギ
リ

ス
・
フ
ラ
ン
ス
・
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
３
割
台

後
半
、
ド
イ
ツ
・
オ
ラ
ン
ダ
が
２
割
台
後
半

で
あ
る
一
方
、日
本
で
は
13
・
3
％
と
よ
う

や
く
１
割
を
超
え
た
程
度
に
と
ど
ま
り
、

韓
国
の
15
・
7
％
よ
り
も
下
回
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
日
本
の
中
で
み
れ
ば
、
経
年
的

に
は
女
性
管
理
職
比
率
は
少
し
ず
つ
で
は

あ
る
が
、
高
ま
っ
て
き
た
。
厚
生
労
働
省

「
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
」か
ら
、
近
年

の
女
性
管
理
職
比
率
の
推
移
を
「
部
長
級
」

「
課
長
級
」「
係
長
級
」
に
つ
い
て
み
る
と
、 

1
9
8
9
年
に
は
そ
れ
ぞ
れ
1
・
3
％
、

２
％
、
4
・
6
％
だ
っ
た
も
の
が
、
こ
の
20

年
間
で
５
倍
以
上
に
伸
び
、2
0
2
0
年
で 

そ
れ
ぞ
れ
8
・
5
％
、
11
・
5
％
、
21
・
3
％

と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
女
性
を
低
位
の
処
遇
に

位
置
づ
け
る
日
本
企
業
の
特
徴
と
し
て
、

正
社
員
と
非
正
社
員
と
い
っ
た
２
元
的

な
区
分
だ
け
で
は
な
く
、「
雇
用
期
間
の

定
め
の
有
無
」、「
職
種
限
定
の
有
無
」、

「
勤
務
地
限
定
の
有
無
」、「
勤
務
時
間
の

長
短
や
所
定
外
労
働
時
間
（
残
業
）
の
有

無
」
な
ど
の
基
準
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ

て
、
雇
用
管
理
区
分
を
分
け
て
賃
金
や
昇

進
・
昇
格
を
決
め
て
き
た
こ
と
が
あ
る
（
表

１
）。
こ
れ
ら
の
基
準
は
転
勤
や
残
業
と

い
っ
た
働
き
方
の
拘
束
性
と
関
連
し
て
お

り
、
こ
の
拘
束
性
の
高
い
働
き
方
の
区
分

を
選
ぶ
と
昇
進
上
限
も
高
く
、
賃
金
水
準

も
高
く
な
る
が
、
企
業
拘
束
性
の
低
い
働
き

方
を
選
ぶ
と
、
企
業
の
中
で
の
地
位
も
賃
金

も
低
く
な
る
。
こ
う
し
た
基
準
を
用
い
る

こ
と
で
、
賃
金
水
準
が
高
く
昇
進
上
限
も
高

い
雇
用
管
理
区
分
に
男
性
が
、
賃
金
水
準
が

低
く
昇
進
上
限
が
低
い
雇
用
管
理
区
分
に

女
性
が
多
く
「
自
己
」
選
択
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
雇
用
管
理
区
分
は
、
男
女

雇
用
機
会
均
等
法
が
成
立
し
て
以
降
、
大

企
業
を
中
心
に
広
ま
っ
た
。
し
か
し
、
90
年

代
後
半
以
降
は
、
転
勤
区
分
を
強
調
す
る

よ
う
な
雇
用
管
理
区
分
は
、
全
国
に
支
社

や
支
店
、
店
舗
を
持
つ
第
３
次
産
業
が
中

心
で
、
製
造
業
で
は
徐
々
に
姿
を
消
し
つ

つ
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
製
造
業
で
は
第

３
次
産
業
ほ
ど
転
勤
は
頻
繁
で
は
な
く
、

従
来
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
に
つ
い
て
は
転
勤
が

ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
た
め
、
処
遇
を
分
け

る
区
分
と
し
て
機
能
し
に
く
い
た
め
で
あ

る
。
さ
ら
に
コ
ロ
ナ
禍
に
進
ん
だ
テ
レ
ワ

ー
ク
に
よ
っ
て
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
に
関
し

て
も
、
転
勤
を
抑
制
す
る
方
向
性
が
多
く

の
製
造
業
企
業
で
打
ち
出
さ
れ
始
め
た
。

　

歴
史
的
に
製
造
業
の
雇
用
管
理
区
分
を

み
る
と
、
電
機
産
業
で
は
臨
時
工
が
本
工

化
し
た
経
験
を
踏
ま
え
、
生
産
工
程
の
パ

ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
不
満

を
持
た
な
い
よ
う
属
性
を
既
婚
女
性
と
し

て
正
社
員
（
本
工
）
と
は
変
え
て
、
仕
事

の
範
囲
を
限
定
す
る
こ
と
で
、
処
遇
の
低

さ
と
本
工
化
を
防
ぎ
つ
つ
、
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
維
持
さ
せ
る
と
い
っ
た
こ
と
が
行

わ
れ
た
（
禿
、2
0
2
2
）。
こ
の
よ
う
に
、

雇
用
管
理
区
分
は
、
職
務
範
囲
の
違
い
を

強
調
す
る
方
向
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
こ
の
職
務
範
囲
の
違
い
に
よ
る

区
分
も
、
企
業
の
生
産
性
の
側
面
か
ら
見

て
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、

雇
用
管
理
区
分
を
設
け
る
こ
と
が
、
そ
の

雇
用
管
理
区
分
で
働
く
者
た
ち
の
主
体
性

に
も
影
響
を
与
え
る
か
ら
で
あ
る
。
金
井

（
2
0
1
7
）
で
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
規
範
や

社員区分の構成要素
無期雇用の例示 有期雇用の例示

A B C D E F G H

雇用期間の定めの
有無 無 無 無 無 無 有 有 有

職種限定の有無 無 無 有 有 無 有 有 無

勤務地限定の有無 無 有 無 有 有 有 有 有

勤務時間の長短や
所定外労働時間の有無 通常 通常 通常 短時間 短時間

残業無し 通常 短時間
残業無し 通常

（今野・佐藤（2002）より筆者作成）

表 1  社員区分の構成要素と社員区分の例示
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ジ
ェ
ン
ダ
ー
役
割
と
は
異
な
る
レ
ベ
ル
で
、

転
居
転
勤
を
伴
い
頻
繁
に
異
動
す
る
者
が

い
る
中
で
、
異
動
頻
度
が
少
な
か
っ
た
り

異
動
が
な
い
と
い
う
い
わ
ゆ
る
一
般
職
の

雇
用
管
理
区
分
の
作
り
方
や
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
あ
り
方
が
、
一
般
職
の
昇
進
意
欲
や

管
理
職
希
望
を
引
き
下
げ
る
作
用
が
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
金
井（
2
0
1
9
）

で
は
、
正
社
員
が
販
売
計
画
を
立
て
、
売

れ
る
売
場
作
り
の
た
め
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
行
い
、
パ
ー
ト
労
働
者
は
作
業
を
担
う

と
い
う
役
割
分
担
を
想
定
し
た
雇
用
管
理

区
分
を
設
計
す
る
と
、
パ
ー
ト
労
働
者
の

側
は
指
示
通
り
の
仕
事
以
上
を
し
て
は
い

け
な
い
と
考
え
、
積
極
的
・
能
動
的
な
取
り

組
み
を
行
う
に
は
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
雇
用
管
理
区
分
の

違
い
に
応
じ
た
役
割
設
計
は
、
労
働
者
の

主
体
的
な
能
力
発
揮
を
求
め
る
働
き
方
改

革
に
お
け
る
生
産
性
向
上
を
促
進
し
て
い

く
こ
と
と
矛
盾
し
た
状
況
を
生
み
出
す
。

３
．組
合
に
お
け
る

ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
の

取
り
組
み
に
向
け
て

　
「
１
．
は
じ
め
に
」
で
み
た
よ
う
に
、
組

合
で
は
労
使
自
治
の
原
則
か
ら
労
働
組
合

組
織
に
お
け
る
女
性
の
参
画
を
達
成
す
れ

ば
、
各
職
場
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
は
（
自

動
的
に
）
達
成
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
み
え
る
。
そ
の
た
め
、
連
合
や
金

属
労
協
が
具
体
的
に
目
標
数
値
な
ど
を
掲

げ
て
遂
行
す
る
男
女
平
等
参
画
政
策
は
、

役
員
に
お
け
る
女
性
比
率
な
ど
が
掲
げ
ら

れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
ま
ず
女
性
組

合
員
は
「
女
性
固
有
の
利
害
」
を
表
明
し
、

職
場
の
中
で
男
女
組
合
員
お
よ
び
労
使
が

対
等
に
交
渉
す
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
化
さ
れ
た

職
場
慣
行
の
中
で
の
「
女
性
固
有
の
利
害
」

と
は
何
か
を
考
え
る
と
非
常
に
難
し
い
問

題
を
は
ら
む
。
金
井
（
2
0
0
7
、
2

 
0
 
1
 

1
）で
論
じ
た
よ
う
に
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
規
範

を
内
面
化
し
て
い
る
組
合
員
の
意
見
を
集

約
し
組
合
政
策
に
反
映
す
る
こ
と
は
、
女

性
非
正
規
労
働
者
／
組
合
員
が
「
家
庭
責

任
」
を
負
う
と
い
う
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
よ
る

役
割
分
業
か
ら
生
じ
る
「
実※

３

際
的
ジ
ェ
ン

ダ
ー
ニ
ー
ズ
」
に
沿
っ
て
制
度
設
計
す
る

こ
と
に
な
り
、
女
性
非
正
規
労
働
者
の
「
実

際
的
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ニ
ー
ズ
」
へ
の
応
答
を

通
じ
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
が
行
為
遂
行
（D

on 
H

. Zim
m

erm
an

、1987

）
さ
れ
、
現
在
の

男
女
の
役
割
分
担
を
改
め
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
を
追
求
す
る
「
戦
略
的
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ニ

ー
ズ
」
が
見
え
に
く
く
な
っ
て
し
ま
う
可

能
性
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
女
性
組
合
員
が

偏
っ
て
家
庭
責
任
を
負
っ
て
い
る
現
状
を

前
提
と
す
る
と
、
そ
の
女
性
組
合
員
の
ニ

ー
ズ
は
残
業
を
し
な
い
こ
と
や
転
勤
を
し

な
い
こ
と
を
求
め
る
と
い
う
意
味
で
、
２

節
で
述
べ
た
よ
う
な
企
業
拘
束
性
を
基

準
に
し
た
雇
用
管
理
区
分
を
肯
定
す
る

も
の
と
な
り
、
中
核
的
な
正
社
員
の
企
業

拘
束
性
を
低
め
る
こ
と
が
女
性
組
合
員
の

ニ
ー
ズ
と
し
て
表
出
さ
れ
に
く
い
。
も
ち

ろ
ん
、
中
核
的
な
女
性
正
社
員
組
合
員
が

中
核
社
員
の
労
働
時
間
を
短
く
す
る
と
い

う
ニ
ー
ズ
を
表
出
す
る
可
能
性
は
あ
る
が
、

中
核
的
な
女
性
正
社
員
の
数
は
そ
も
そ
も

少
な
い
。
さ
ら
に
、
２
節
で
み
た
よ
う
な
、

労
働
者
の
主
体
性
に
影
響
を
与
え
る
よ
う

な
雇
用
管
理
区
分
の
作
り
方
は
、
女
性
自

身
が
能
力
発
揮
を
し
な
い
で
お
こ
う
と
す

る
よ
う
な
作
用
を
も
た
ら
す
が
、
雇
用
管

理
区
分
の
問
題
と
し
て
は
考
え
ら
れ
ず
、

女
性
個
人
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
問
題
と

な
り
や
す
い
。

　

そ
こ
で
労
働
組
合
で
は
、
実
際
的
ジ
ェ

ン
ダ
ー
ニ
ー
ズ
と
戦
略
的
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ニ

ー
ズ
を
整
理
し
な
が
ら
組
合
政
策
に
反
映

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
中
核
的
な
正
社

員
の
企
業
拘
束
性
を
引
き
下
げ
る
こ
と
が

戦
略
的
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
こ

と
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ

を
自
覚
的
に
顕
在
化
さ
せ
る
仕
組
み
と
し

て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
と
い
う
手
法
を

提
言
し
た
い
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
と
は
、

一
見
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
中
立
的
に
見
え
る
一

般
政
策
が
ど
の
よ
う
に
男
女
に
異
な
る
影

響
を
与
え
て
い
る
の
か
を
分
析
し
政
策
形

成
過
程
に
反
映
す
る
も
の
で
、
ジ
ェ
ン
ダ

ー
影
響
分
析
を
通
じ
て
、
あ
ら
ゆ
る
分
野

に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
格
差
を
浮
き
彫
り

に
し
、
そ
の
分
析
に
沿
っ
て
予
算
や
資
源

を
再
配
分
し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
格
差
を
是
正

す
る
こ
と
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
の
目
的

（
申
、2
0
1
5
）
と
な
る
。

（
１
）
ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
と
は

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
と
は
何
か
に
つ
い

て
、
簡
単
に
概
観
す
る
。
1
9
9
5
年
に

開
催
さ
れ
た
第
４
回
国
連
世
界
女
性
会
議

（
通
称
北
京
会
議
）
で
宣
言
さ
れ
た
北
京
行

動
要
領
で
、
政
府
は
「
す
べ
て
の
政
策
と

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
角
を
反
映

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
パ
ラ
グ
ラ
フ

38
）
と
さ
れ
、
さ
ら
に
政
府
は
「
政
策
決

定
さ
れ
る
前
に
、
そ
の
政
策
が
実
行
さ
れ

た
な
ら
ば
男
女
そ
れ
ぞ
れ
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
与
え
る
の
か
を
検
討
し
よ
う
と
」

（
パ
ラ
グ
ラ
フ
2
4
0
）し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
さ
れ
た
。
国
際
機
関
に
よ
る
ジ
ェ

ン
ダ
ー
主
流
化
の
定
義
の
若
干
の
違
い
に

つ
い
て
は
申
（
2
0
1
5
）が
整
理
し
て
い

る※
４

が
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
と
は
最
低
で

も
ジ
ェ
ン
ダ
ー
影
響
調
査
を
す
る
こ
と
で

政
策
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
与
え
る
影
響
を
可

視
化
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

　

北
京
会
議
以
降
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化

は
、
国
家
の
政
策
形
成
プ
ロ
セ
ス
へ
の
反

映
と
し
て
実
践
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
。

例
え
ば
、
欧
州
で
は
北
京
会
議
の
２
年
後
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の
1
9
9
7
年
に
欧
州
雇
用
戦
略
（
E

 
E
 

S
）を
策
定
し
た
。
こ
の
E
E
S
の
雇
用
戦 

略
の
４
つ
の
柱

－

雇
用
可
能
性
、
起
業
家 

精
神
、
適
応
可
能
性
、
機
会
均
等
の
下

で
、
E
U
参
加
各
国
の
行
動
計
画
を
策

定
す
る
際
の
共
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
ジ
ェ

ン
ダ
ー
主
流
化
に
従
う
も
の
と
な
っ
た

（Rubery,2005
）。
R
u
b
e
r
y
（
2
 
0
 

0
5
）
は
、E
E
S
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化 

が
、
加
盟
国
の
実
際
の
政
策
に
ど
の
程
度

影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
を
評
価
す
る
の

は
難
し
い
と
さ
れ
る
が
、
少
な
く
と
も
政

策
の
イ
ン
フ
ラ
と
実
践
に
何
ら
か
の
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　

金
（
2
0
1
5
）に
よ
る
と
、
韓
国
で
は
、 

2
0
0
2
年
の
改
正
「
女
性
発
展
基
本
法
」

に
よ
り
、「
国
お
よ
び
地
方
自
治
体
は
所
管

政
策
の
立
案
・
施
行
の
過
程
に
お
い
て
、
当

該
政
策
が
女
性
の
権
益
と
社
会
参
加
な
ど

に
あ
た
え
る
影
響
を
事
前
に
分
析
・
評
価

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
た
政
策
の

性
別
影
響
分
析
評
価
規
定
が
新
設
さ
れ
、

2
0
1
2
年
か
ら
は
「
性
別
影
響
評
価

分
析
法
」
が
別
途
施
行
さ
れ
て
い
る
。
2
 

0
0
6
年
に
は
国
家
財
政
法
に
ジ
ェ
ン
ダ

ー
予
算
に
関
す
る
条
項
が
新
設
さ
れ
、
ジ

ェ
ン
ダ
ー
予
算
を
「
予
算
が
性
別
に
及
ぼ

す
影
響
を
分
析
し
、
両
性
平
等
を
推
進
さ

せ
る
よ
う
、予
算
を
編
成
・
施
行
す
る
制
度
」

と
定
義
し
て
い
る
。
こ
の
法
律
に
基
づ
い

て
、
2
0
1
0
年
か
ら
は
す
べ
て
の
政
府

政
策
予
算
に
対
し
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
予
算
・

決
算
書
の
作
成
、
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ

た
と
い
う
。
こ
う
し
た
韓
国
の
事
例
を
、

申
（
2
0
1
5
）
は
法
律
型
、
中
央
政
府
主

導
型
と
位
置
付
け
て
い
る
。

　

欧
州
や
ア
ジ
ア
の
国
家
に
よ
る
先
行
事

例
に
関
す
る
研
究
が
蓄
積
さ
れ
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
主
流
化
の
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
は
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
統
計
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
予
算
・
決

算
の
制
度
化
、
政
策
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
影
響

分
析
評
価
が
必
要
で
、
そ
の
ツ
ー
ル
を
い

か
に
構
築
す
る
か
、
課
題
が
把
握
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

主
流
化
が
機
能
す
る
た
め
に
は
、
安
定
的

な
制
度
的
措
置
と
し
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
主

流
化
政
策
を
総
合
的
に
担
当
で
き
る
専
門

部
署
お
よ
び
人
員
が
不
可
欠
と
さ
れ
る
。

各
国
の
事
例
を
見
る
と
、
権
限
や
資
源
を

備
え
て
い
る
省
レ
ベ
ル
の
マ
シ
ー
ナ
リ
ー

を
設
置
し
た
韓
国
や
フ
ラ
ン
ス
、ギ
リ
シ
ャ
、

内
閣
・
省
庁
別
の
委
員
会
を
運
営
し
て
い

る
台
湾
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、

特
定
の
雇
用
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
分
野
の
み

で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
を
行
う
ギ
リ
シ
ャ
、

ド
イ
ツ
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
な

ど
そ
の
方
法
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
ジ
ェ

ン
ダ
ー
主
流
化
は
、
そ
の
国
の
政
策
決
定

過
程
に
新
し
い
転
換
を
も
た
ら
す
こ
と
に

な
る
た
め
、
充
分
な
資
源
を
有
し
て
い
な

い
と
何
ら
影
響
力
を
及
ぼ
せ
な
い
（
申
、

2
0
1
5
）た
め
、
ど
の
よ
う
な
制
度
的
枠

組
み
を
設
計
で
き
る
か
も
重
要
で
あ
る
。

（
２
）
ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
の
取
り
組
み

に
向
け
た
提
言

　

労
働
組
合
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
、

北
京
会
議
で
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
す
べ
て

の
政
策
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
を
導
入
し
て
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
影
響
調
査
を
し
た
う
え
で
政

策
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
与
え
る
影
響
を
可
視

化
し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
不
平
等
を
是
正
す
る

よ
う
な
政
策
と
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。
そ
の
た
め
、
傘
下
の
構
成
組
織
に
お

い
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
と
い
う
手
法

を
導
入
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。
こ
の
こ

と
に
よ
っ
て
、
職
場
で
の
労
使
の
取
り
組

み
が
男
性
と
女
性
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を

与
え
る
の
か
可
視
化
が
で
き
る
。
可
視
化

す
る
こ
と
で
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
目
指

す
う
え
で
の
課
題
が
新
た
に
認
識
さ
れ
、

そ
れ
を
次
の
政
策
や
取
り
組
み
に
生
か
す

こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　

具
体
的
に
は
、
第
１
に
構
成
組
織
、
単

組
レ
ベ
ル
で
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
影
響
調
査
を

行
い
、
確
認
し
、
そ
れ
を
組
合
の
取
り
組

み
に
反
映
さ
せ
る
サ
イ
ク
ル
を
確
立
す
る

こ
と
を
提
言
す
る
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化

は
す
べ
て
の
政
策
に
つ
い
て
行
う
こ
と
が

理
念
的
に
は
望
ま
れ
る
が
、
各
国
の
先
行

事
例
か
ら
は
、
雇
用
政
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
な

ど
特
定
の
分
野
を
取
り
出
し
て
ま
ず
は
行

う
と
い
っ
た
方
法
も
試
み
ら
れ
て
い
る
。

日
本
の
労
働
組
合
に
は
春
闘
の
取
り
組
み

が
慣
例
化
さ
れ
て
い
る
た
め
、
例
え
ば
、

春
闘
要
求
に
つ
い
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
影
響
調

査
を
単
組
レ
ベ
ル
で
行
い
、
構
成
組
織
で

集
約
し
、
評
価
す
る
こ
と
か
ら
始
め
て
は

ど
う
だ
ろ
う
か
。
春
闘
で
の
賃
上
げ
の
方

法
や
そ
れ
に
伴
う
人
事
・
賃
金
制
度
の
変

更
が
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
い
か
な
る
影
響
を

与
え
る
の
か
を
み
る
の
で
あ
る
。
特
に
、

雇
用
管
理
区
分
が
男
女
の
労
働
者
に
も
た

ら
す
影
響
に
注
目
し
て
ほ
し
い
。

　

第
２
に
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
を
行
う

た
め
に
は
、
ツ
ー
ル
の
開
発
が
不
可
欠
で

あ
る
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
統
計
を
整
備
し
、
政

策
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
影
響
分
析
を
行
い
、
評

価
す
る
方
法
が
確
立
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
例
え
ば
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
施

策
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
影
響
調
査
を
行
う
た
め

に
は
、
雇
用
形
態
や
性
別
、
職
位
、
勤
続

年
数
、
部
門
と
い
っ
た
属
性
だ
け
で
な
く
、

そ
の
労
働
者
が
転
勤
や
残
業
を
ど
の
程
度

行
っ
て
い
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
職
務
を

遂
行
し
て
い
る
か
（
ほ
か
の
人
と
の
職
務

の
同
一
性
）
と
賃
金
の
関
係
を
判
断
で
き

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
時
点
で
、
労
働

組
合
が
持
っ
て
い
る
デ
ー
タ
（
企
業
が
持

っ
て
い
る
デ
ー
タ
）
に
限
界
が
あ
り
、
実

際
の
職
務
や
転
勤
の
頻
度
な
ど
と
賃
金
を

結
び
付
け
た
も
の
を
整
備
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
ま
た
、
産
別
組
織
と
し
て
は
企

業
横
断
的
に
比
較
で
き
る
よ
う
に
、
職
務
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レ
ベ
ル
な
ど
を
そ
ろ
え
て
比
較
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
そ

の
こ
と
と
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
へ
の
影
響
が
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
を
可
視
化
す

る
必
要
が
あ
る
。

　

第
３
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
影
響
調
査
を
し
た

う
え
で
、
次
年
度
の
取
り
組
み
や
政
策
に

反
映
す
る
た
め
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
予
算
・
決

算
を
制
度
化
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
ジ

ェ
ン
ダ
ー
予
算
や
決
算
の
方
法
も
国
の
ジ

ェ
ン
ダ
ー
予
算
な
ど
に
つ
い
て
は
海
外
の

先
行
事
例
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ

う
し
た
取
り
組
み
を
取
り
入
れ
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
主
流
化
の
た
め
の
ツ
ー
ル
を
開
発
し

て
ほ
し
い
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
統
計
の
整
備
の

た
め
に
は
、
単
組
レ
ベ
ル
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー

主
流
化
の
必
要
性
を
認
識
し
て
も
ら
い
、

そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
生
か
す
こ
と
が
で
き

る
の
か
示
す
こ
と
で
、
産
別
組
織
が
主
導

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

　

第
４
に
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
の
推
進

機
構
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
安
定
的
に
ジ

ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
が
機
能
す
る
こ
と
と
な

る
。
構
成
組
織
、
単
組
レ
ベ
ル
で
、
す
べ

て
の
政
策
分
野
を
ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
の

視
点
か
ら
総
合
的
に
監
督
、
牽
引
す
る
ジ

ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
政
策
を
総
合
的
に
担
当

で
き
る
専
門
部
署
お
よ
び
人
員
・
予
算
措

置
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
れ
も
各
国
の
先

行
事
例
か
ら
は
、
委
員
会
ご
と
に
ジ
ェ
ン

ダ
ー
主
流
化
の
推
進
機
構
を
も
っ
て
い
る

よ
う
な
国
や
全
体
を
統
括
す
る
よ
う
な
省

レ
ベ
ル
の
マ
シ
―
ナ
リ
ー
を
設
置
し
て
い

る
国
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ご
と
に
設
置
し
て

い
る
国
な
ど
あ
る
。

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
の
手
法
を
取
り
入

れ
る
こ
と
で
、
従
来
の
労
働
組
合
の
取
り

組
み
に
増
し
て
、
実
効
性
あ
る
ジ
ェ
ン
ダ

ー
平
等
な
職
場
と
組
合
を
実
現
す
る
こ
と

に
結
び
付
い
た
取
り
組
み
に
な
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。
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多様な形態で参加できるよう、活動スタイルを点検、
見直し」があげられている。

※2 連合では、1－4，6，7は労働組合における男女平等
参画、5・8・9は職場・社会におけるジェンダー平等
の推進のための目標という整理をしている。

※３ モーザ（1996）によると、戦略的ジェンダーニーズ
を満たすとは「女性が男性と平等の地位を得ると言
うことであり、現在の男女の役割分担を改め、女性
が置かれている従属的地位を覆す」ことである。一
方、実際的ジェンダーニーズは「女性が社会的に受
け入れられている役割を通して気づくニーズで、女
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目標はジェンダー平等を達成することである」（申キ
ヨンの翻訳による）とされる。欧州評議会は「政策
プロセスの組織、改良、開発と評価であり、ジェン
ダー平等視点が通常政策立案に関係している行為者
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